
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
軽
減
と

　

重
度
障
が
い
者
に
対
す
る
施
策
の
充
実

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
高

す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
が
市
民
の
暮

ら
し
を
さ
ら
に
苦
し
め
て
い
る
。
本
市

で
は
保
険
料
の
若
干
の
軽
減
や
据
え
置

き
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
保
険
料
が
負

担
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。
市
民
の
切

実
な
声
を
受
け
止
め
、
保
険
料
を
一
世

帯
１
万
円
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
も
国
保
加
入
者
の
負
担
に
十

分
配
慮
し
、
国
保
運
営
協
議
会
の
答
申

な
ど
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
。

　
　

重
度
障
が
い
者
の
施
設
入
所
に
関

し
て
、
希
望
者
の
増
加
お
よ
び
待
機
者

が
い
る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
施
設
整
備

は
切
実
で
あ
り
急
が
れ
て
い
る
。
民
間

事
業
者
の
み
で
な
く
、
本
市
直
営
の
入

所
施
設
整
備
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

重
度
障
が
い
者
の
支
援
は
ノ
ウ
ハ

ウ
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
民
間
で
で

き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
と
の
基
本

方
針
か
ら
、
ま
た
実
績
の
あ
る
民
間
の

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て
い
る
現
状

か
ら
本
市
直
営
の
施
設
整
備
は
難
し
い
。

本
市
へ
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み
と

　

越
後
石
山
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
な
ど
で
地
方

へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
移
住
先
と
し

て
の
魅
力
発
信
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
に
向
け
て
市
独
自
の
魅
力
的
な

移
住
促
進
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
首
都
圏
で
の
移
住
セ
ミ

ナ
ー
開
催
や
情
報
発
信
、
移
住
支
援
金

支
給
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
来
春
に
向

け
て
、
移
住
促
進
特
別
支
援
金
の
対
象

　
　

汚
泥
肥
料
の
利
用
は
、
肥
料
の
国

産
化
と
肥
料
価
格
の
抑
制
の
他
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
低
減
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

人
口
予
測
に
見
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と

　

補
助
金
の
在
り
方

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
２
０
４
５
年
の
人
口
予
測
で
は
、

本
市
は
人
口
が
15
％
減
少
し
、
労
働
人

口
や
若
年
層
は
共
に
約
28
％
と
大
幅
な

減
少
予
測
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
お
の
ず
と
決
ま
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
傾
向

が
予
測
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

新
潟
三
越
跡
地
再
開
発
の
補
助
金

は
高
額
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
職

員
削
減
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
・
市
民
福
祉

を
削
る
集
中
改
革
を
行
う
よ
う
な
苦
し

い
財
政
運
営
の
中
、
高
額
な
補
助
金
は

ど
こ
か
ら
捻
出
が
で
き
、
支
出
す
る
余

裕
が
あ
る
の
か
。

　
　

特
定
財
源
を
有
効
活
用
し
、
他
事

業
と
の
予
算
配
分
を
考
慮
し
な
が
ら
事

業
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
計
画
的
に
支

援
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
の
状
況
と

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
策

中
山　

均
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　
　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
度
々

議
論
し
て
い
る
中
で
、
物
価
・
光
熱
費

の
高
騰
の
影
響
に
よ
り
学
校
給
食
費
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
が
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
た
。
本
市
の
財
産
で
あ
る
ゆ
る

キ
ャ
ラ
・
着
ぐ
る
み
を
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
広
く
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

新潟市社協キャラクター「きらりん」
（左）と東区応援団長「ぬたりん」

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
紹
介
す
る
他
、
庁
内
で
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
有
効
な

活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

文
化
振
興
へ
の
市
長
の
認
識
と

　

公
立
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

　
　

茶
道
は
総
合
芸
術
で
あ
り
、
お
も

て
な
し
な
ど
の
日
本
人
の
心
、
新
潟
市

民
の
心
を
学
ぶ
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
考
え
る
。
茶
道
を
中
心
と
し
て
、
日

本
の
文
化
に
多
く
の
市
民
か
ら
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
茶
道
館
建
設

や
茶
道
環
境
の
充
実
へ
の
支
援
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
茶
の

湯
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
の
文
化

振
興
に
対
す
る
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

文
化
芸
術
活
動
は
自
身
の
技
芸
を

磨
く
だ
け
で
な
く
、
相
互
理
解
や
他
者

を
思
い
や
る
豊
か
な
心
を
育
む
。
茶
の

湯
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術

活
動
に
資
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

公
立
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
が
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
段
階

的
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
部

活
動
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

者
を
三
大
都
市
圏
に
拡
充
す
る
な
ど
活

用
し
や
す
い
制
度
へ
変
更
予
定
で
あ
る
。

　
　

越
後
石
山
駅
の
利
用
者
が
多
い
石

山
中
学
校
区
と
東
石
山
中
学
校
区
で
は
、

「
地
域
別
実
行
計
画
」
策
定
に
着
手
し

て
お
り
、
「
東
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
は
、
越
後
石
山

駅
周
辺
整
備
事
業
が
入
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
区
民
と
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

地
域
別
実
行
計
画
の
策
定
を
進
め
、
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

文
化
財
の
保
存
・
継
承
と

　

下
水
汚
泥
肥
料
の
積
極
的
活
用

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

　
　

個
人
や
地
域
団
体
が
所
有
し
、
管

理
し
て
い
る
本
市
の
指
定
文
化
財
に
つ

い
て
、
保
存
や
維
持
管
理
を
行
う
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
資
金
面
で

苦
労
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
文
化
財

の
保
存
や
継
承
の
課
題
認
識
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

文
化
財
の
価
値
を
広
く
市
民
に
認

識
し
て
も
ら
う
機
会
の
創
出
が
重
要
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
、

保
存
・
継
承
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　

下
水
汚
泥
肥
料
は
、
肥
料
と
し
て

の
効
果
が
十
分
あ
り
、
価
格
も
安
い
が

普
及
し
て
い
な
い
。
不
足
成
分
を
化
学

肥
料
で
補
っ
て
も
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
汚
泥
肥
料
に
良
い
イ

メ
ー
ジ
の
名
称
を
付
け
る
な
ど
、
積
極

的
に
推
奨
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●下水汚泥肥料
　本市の下水
道などの処理
場から発生す
る下水汚泥の
量は令和3年度
で約１万２千ト
ン。そのうち約
３％が肥料化
され、89％が
セメント原料
などに有効利
用されている。

値
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

値
上
げ
の
状
況
を
伺
う
。

　
　

本
年
４
月
以
降
12
月
１
日
現
在
ま

で
に
、
市
立
小
学
校
65
校
、
中
学
校
36

校
、
全
体
の
約
62
％
の
学
校
で
値
上
げ

を
実
施
。
１
食
単
価
で
は
、
小
学
校
で

平
均
約
８
・
２
円
、
中
学
校
で
平
均
約

３
・
８
円
の
値
上
げ
を
行
っ
た
。（
教

育
長
）

　
　

保
護
者
の
給
食
費
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
学
校
な
ど
へ
食
材
購
入
費
を
助

成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
給
食
費

を
直
ち
に
無
償
化
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
し
て
も
、
今
後
の
食
材
の
高
騰
な
ど

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
値
上
げ
を
抑
え

る
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

物
価
全
体
が
高
騰
し
て
い
る
状
況

が
続
く
場
合
に
は
、
改
め
て
市
長
部
局

と
も
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。（
教

育
長
）

夜
の
公
園
の
利
活
用
と

　

本
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
活
用

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

　
　

東
区
で
は
夜
の
山
の
下
み
な
と
ラ

ン
ド
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
山
の
下

夜
遊
び
ラ
ン
ド
」
が
本
年
８
月
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
た
。

本
市
全
体
で
夜
の
公
園
の
利
活
用
を
推

進
し
、
東
北
四
大
祭
り
の
よ
う
に
、
本

市
の
名
物
・
武
器
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

公
園
の
夜
間
活
用
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
特
性
や
規
模
感
な
ど
を
含
め
て

総
合
的
に
判
断
し
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
が
各
区
に
広
が
る
よ
う
、
情
報
の
発

信
や
広
報
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

先
日
東
区
の
寺
山
公
園
な
ど
で
開

催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ぬ
た
り
ん

や
き
ら
り
ん
、
レ
ル
ヒ
さ
ん
と
い
っ
た

　
　

地
域
移
行
に
よ
り
、
地
域
の
指
導

者
や
技
術
指
導
が
可
能
な
専
門
家
、
希

望
す
る
教
員
な
ど
が
、
休
日
の
部
活
動

の
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
教
育
長
）

国
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
返
済
と

　

に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
食
花
マ
ル
シ
ェ

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
を
助
け
る
実
質
無
利
子
・
無
担

保
融
資
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
）
の
返
済
が
、

来
年
の
夏
か
ら
本
格
化
す
る
。
事
業
者

の
廃
業
・
倒
産
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
借
り
換
え
が
で
き
る

よ
う
国
へ
の
要
望
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

国
主
導
に
よ
る
金
融
支
援
制
度
の

充
実
は
、
事
業
者
の
返
済
負
担
軽
減
に

有
効
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
国

へ
必
要
な
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

食
花
マ
ル
シ
ェ
が
万
代
・
新
潟
駅

エ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
。
中
心
部
の
活
気

を
各
区
に
波
及
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
各
区
で
影
響
が
感
じ
ら
れ
な
け

れ
ば
評
価
に
つ
な
が
ら
な
い
。
食
花
マ

ル
シ
ェ
を
各
区
で
ラ
ン
ダ
ム
に
開
催
し
、

地
域
の
活
気
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　

８
区
の
魅
力
を
都
心
エ
リ
ア
で
発

信
で
き
好
評
だ
っ
た
一
方
、
工
夫
が
必

要
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
各
区
で
の
開

催
は
、
既
存
イ
ベ
ン
ト
な
ど
区
の
実
情

も
尊
重
し
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

食花マルシェの万代シテイ会場

にいがた市議会だより3 令和５年（2023年）２月５日

●本会議などの『会議録』は、市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館、市議会ホームページでご覧になれます。


